
 

 

 

　

【凡例】

ゴシック体→必修科目

明朝体 →選択科目

看護を実践する能力の育成

・対象の理解

・根拠に基づく計画的な看護を展開

・専門領域に対応

・安全なケア環境の形成 等

相手を理解し協働する能力の育成

・コミュニケーション

・相手の価値観や立場の違いを理解

・相手の尊厳や権利を擁護

・人の心を動かす 等

地域の特性と健康課題を

探求する能力の育成

・地域（個人、集団）の課題を理解

・論理的に思考し、多角的に分析

・地域（個人、団体、機関）と連携

・主体的に行動、発信 等

○看護を実践する能力の育成

○相手を理解し協働する能力の育成

○地域の特性と健康課題を探求する能力の育成

★カリキュラムポリシー
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カリキュラムポリシーに

対応する科目の配置状況
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看護学科の教育内容

国際保健と国際協力

発達障がいと看護

クリティカルケア論

家族看護

リスクマネジメント

がん看護

地域・在宅看護学援助論Ⅰ

精神看護学援助論

精神看護学概論

臨床栄養学

臨床薬理学

病態治療学Ⅳ

病態治療学Ⅲ

病態治療学Ⅱ

生化学

微生物・免疫学

病理学病態治療学Ⅰ

人体構造学

人体機能学

小児看護学援助論

シミュレーショントレーニング

老年看護学援助論成人看護学援助論Ⅰ

（慢性・終末期）

成人看護学援助論Ⅱ

（急性・回復期）

小児看護学概論

老年看護学概論

成人看護学概論
診療援助方法論

看護過程論

ヘルスアセスメント

生活援助方法論Ⅱ

生活援助方法論Ⅰ

看護学概論

生命・医療倫理

コミュニケーション論

カウンセリング臨床心理学

看護管理論

看護倫理

基礎看護学実習Ⅱ（病院）

倫理学

心理学

情報処理の基礎

情報リテラシー

看護研究Ⅱ 公衆衛生看護学実習

看護研究Ⅰ

地域・在宅看護学実習

看護総合実習

精神看護学実習 Ⅰ

急性・回復期看護学実習

看護研究の基礎

母性看護学実習

老年看護学実習

小児看護学実習 Ⅰ

コミュニティ実習

日本国憲法

ジェンダー論

文化人類学

英語Ⅲ

社会学

英会話Ⅱ

英語Ⅱ

健康と運動Ⅰ

生物学

化学

自然科学の基礎

現代日本語

キャリア育成

異文化研修Ⅰ（韓国）

韓国語

英会話Ⅰ

英語Ⅰ

産業保健論 学校保健論

疫学
公衆衛生看護技術論

公衆衛生看護活動論

保健医療福祉制度 統計学

保健統計学

公衆衛生学

島根の地域医療

基礎看護学実習Ⅰ（家庭）

社会福祉論

ボランティア活動論

環境論

基礎看護分野

看護専門基礎分野

一般教養分野

健康と運動Ⅱ

育成する人材像とカリキュラムポリシーは、対の関係

カリキュラムポリシーが複層的に組み合わさって、人材像を形成

臨床看護分野

公衆衛生看護分野

看護の統合分野

発達心理学キャリア形成の基礎

キャリア形成の展開

異文化研修Ⅱ（米国）

公衆衛生看護方法論Ⅰ

（地域診断）

公衆衛生看護方法論Ⅱ

（個人・家族）

公衆衛生看護方法論Ⅲ

（集団・組織・地域）

保健医療福祉行政論

公衆衛生看護管理論災害看護

母性看護学概論

母性看護学援助論

★ディプロマポリシー

看護学科では、所定の期間在学し、所定の単位を修得することで、以下の要件を

満たしたと認められる学生に対し、学士（看護学）の学位を授与する。

（１）基礎的な専門知識と技術を身につけ、科学的かつ倫理的判断に基づく看護実践ができる能力を備えている。

（２）人の生き方や価値観を尊重し、援助関係が形成できる能力、また多職種と協働・連携する能力を備えている。

（３）地域特性を理解して多職種と協働・連携し、人々の健康上の課題解決を図る基礎的能力を備えている。

（４）研究的な姿勢を持ち、人々の健康の維持・増進に寄与する能力を備えている。

チーム医療論

口腔・嚥下機能と健康

令和４年度カリキュラム

地域・在宅看護分野

健康と音楽

異文化研修Ⅲ（台湾）

キャリア形成の発展

基礎看護統合演習

慢性・終末期看護学実習

地域・在宅看護学援助論Ⅱ

地域・在宅看護学援助

技術論

地域看護学概論

精神看護学実習 Ⅱ

小児看護学実習 Ⅱ


